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農 業 に お け る 垂 直 的 /統 合 と 農 1 C 複 合 休

-農業集団化の現段階と r経営体閩協業 J . r工業式農業統合 J

平 野 駒 子

I960年代め後半から70年代に入ってその 形 成 • M 開のテンポがますます加速されるきった東欧 

における農業部門内の「経営体間協業• 1 ：業式廣業統合J (前稿 I . く三旧学会雑誌第70卷4 号所收> 

参照)とその現代社会主義経済の構造的特賞の一廣定者としセの意義は，極めて重要な理論的課‘題 

を提供している。 '

それは，帝国主義支配の下にあって資本主義的ニ業化を十分に展開しえず，資本の社会的集積♦ 

集中が未成熟のまま革命的転化によって成立した" 現代社会主義経済"諸国のもつ国民経済の構造 

的脆弱性一一■社会主義経済が本来的r 実現すべき;^面的計画経済の物質的甚盤たる生産組織の集積 

を実現するに至らない諸条件の残存が再生産構造を規定~ を揚棄し，科学的社会主義の創始者達 

が提起した新たな物質的生産力形成の前提，農業とエ寒の結合,都市と農村との对タの除去の摩史 

的課題を担うものとして登場している。 換言•すれば，社会主義経済の第一段階におい" t 第二段陪の 

物質的条件の構築を準備する課題を，社会生義移行の， " 弱き環"よりする歴史的規定性をうけな 

がら果そうとする填い手が， との農業集団化の第三段階としてあらわれた農工複合体の意義でもあ 

る。

他方，E C の展照による農産物需要,き、増を背景に，拡大した市場規模が"組織された供給の必要 

を資本に要請し" 「垂直的統合は不可避J という'命題をかかげて" フランス農業界を沸騰させ"伝 

統 的 :^ ランス農村に重大な転換を強いたというフランス農業経済学会の雄， D. R. Bergman, J. 

K laU m an両博士の問題提起がある。 この論点は，摄業生産性の飛躍的増大の耍請が農業組!！の決

定的な変舉------"農業の工業化" （industrialization de agrico le)の要請としてあらわれるが，"農業

の工業化" という表現こそまさにわれわれ社会主義農業研究者の当面する新しい課題である"農工 

複合体" の出現を解明する言葉で、はなかったか。プランス国立研究所員M. Gervais, C. Servolin 

の Reflexions sur 16volution de ra g uc riltu re  dans les pays d6veloppもs" ("Cahiers de t / i -  

nstitut de Sciense ^；conomique Appliqu^e^ No. 143, Nov. 1963) フランス農業経済学会の对応は
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鼻業における垂直的統合と農工複合休 

< "資本生義的"組纖が促進する絲合 >  よりはるかに危險も苦痛も少な、、く協同組合による統合 >  に 

よって資本集約的な▲ A 的ま各を実現し, " 専門化を逸じて画定設備•農用資材の大量投資を可能 

にし労働生産性の著しい向上をはかるべきだ"という主張であった

このことは，フランスi 業において緊急課題としてあらわれた"「垂直的統合J の論® " が，実 

は;g 大な先行投資を必靈とする大機械化システム化の"農業革命" （Bef运m an博±の指摘のようにと 

め技術体系の変寧は草命の名に値いし，そのあとにあらわれる農業経営はr企業!^農業J "entfepHse agricole I" 

である）である烏面と，今なお基本的にプランス農村を特徵づけている 自立可能な農業経営".の 

解 体 ("dもmembrもe " )の必然":> "協同組合組織を通じた統合" の推進fcよる農家の転換政策措定の 

局面の二つの課題を内包しているということである。これは資本主義経済進展の中で不可避的課題 

として生じた農寒部門内の垂直的絲合の課題が.もたらす "資本主義的統合" の論理であり,その中 

に旧来の農民層分解• いわぱ水ギ的統合を前提としたま立的大経営の形成の■組資段階の適あ形態 

/ • 新生産組織化と市場への対が示されているのである。

アメリカ擬業におけを垂直的統合(Vertical In tegration)は 「生産~~•■流翁過程に;^'けるニで以
(2) ‘ ■ ■

上の段階にまたがる経営上の決定権の整合J と定義されている。高橋伊一郎氏はアメリ力農業に：お'

い て I■垂車的統合による整合形態、が要請されたJ の は 「.… 流通段階におけを独占的競争ないし寡

占的競争が進行し，開放市場体系の有効性が減少したJ こ と , 「農業生産過程における新しい生産

力の形成J 力';新たな大型システムを構成する技術導入を必要とし，そのためにE 額の資本調達が要

請されるが，弾力性'がひくく過剰生産• 低い農産物価格水準の鎮向化のもとでは■■農業資本の蓄積

\もむずかしく，金融機関から融資をうけることも困難J であるというニ側商から「垂直的統合の促

進要因J を解明されこのニ側面は国独資に入ったアメリ力経済の農業部門における必然的.連関

をもった発現である。巨大な資本調達を必要とする新大型技術体系（a capital using economy)

導入の要請が従来90% 前後自己資本（一農場当りの農業;i 産額は激増しているが）であった従来の幾業

経営形態に限界を与え，他方,その大望新技術体系に支えられる新たな農業生産力の増大は過剰生

産 • 低農産物^{格の可能性のもつ農業生まの不確実性を背景に，集中化のすすんだ流通過程の資本

と r統合関係に入るJ ことを余儀なくせしめられてきた, 農業資本め独占資本へb 系列的従属化で

ぁる0 .

r発達した農業生産力に対応する市場体系はいかなるものでなけれぱならぬカリ(p. 125) という

法（1、 D. R. Bergman； "•Reflexions sur a griculture hioderne'̂  ("Pajrsan", 1964.3)久宗高解題，愈見宗之介，M 
浩訳， r垂直的統合の論理J (のびゆく農業1 % ) (内の第一節の原題はr統合は不可避j (農業技術センタ-誌掲載 

196 り。
(2) H. K. Leckie, "Dynamics of the Integration of Agricultural Production and Marketing", Journal 

of Farm Economies以後，J. F. Eと略称，Vol.40 No. 5. Dec. 1958.高後ホ"*郎 ！■アメリカ農業における垂直的 

統合の論S H ,的場德造，山本秀失箸『海外諸国における農業構造の展開J P .109.

( 3 ) 高構伊一ゆ前得書，p. 111, 122. 125. ら . '

r—：~~： 6 1 (689^)：.：..：：



rニ田学会雑誌j 71卷5 号 （1ね8年10月）

設 問 は （資本主義襄業のおかれた）経済的不確実性に対するリスクのミニマム化， 資本調達の必要の
(4)

増大に対する対応がr従来の開放自由市場体系の下では適切に勉理されないJo
(5)

r アメリ力農業における過剰生産は農業者が過剰だからではなく資本投下が過剰なのだJo 

ここで高橋氏は，H. F. B re im y e rや E. H igbee力;，プメリ力農業が新段階に到達しつつある 

こと, その特徴が投資を中心とする経済であるとと， し か し フ ラ ン ス の D. R ‘ B e r g m a n が， 

Chombart de L a u w e の使った表現とする「工業的農業j というh 葉め内容が不確定であるが 

" アメリ力農業の発展段階からすれぱ，それを工場制工業的農業と理解するよりも投資型農業者 

(the new type of ‘investment farmers, ) の登場と過剰資本投資ととらえるB re im y e rや Higbee 

のように理解した方が妥当"と解説されている。 、

ことに資本主義的農業先進地帯の当面する課題と， r農業の工業化」 農工部門間の垂直的統合の 

資本主義的特質が明らかに示されている。 このことは" 家内工業的技術段陪"にあった小農民経営 

の社会主義方式による集0 化による統一的大経営の成立一^農業生ま協同組合の水平的統合と大媒 

摸機械体系の導入による生産の専門化‘ 集 中 化 . 農工コンプレックスの確立による垂i t 的統合の実 

現という系で農業の工業化を実現しつつある社会主義経済へま化した後進的農業地帯め実状と桓 

めて対照的である（前 稿 r農業集団化の現段.階 と [経営体間協業j ♦ r工業式農業統合J I j 参照)6

第二次大戦後社会主義経済移行の基盤となった土地改革:前後の経営面積別分;と參団化の必然性 

(前稿）☆ 前提として，東欧におけS 農業集団化は，村落を基礎単位とした小経営の農業生産協同 

組合加入と.，生 産 専 門 集 団 （プドウ栽培‘ 果樹栽培）や機械共同利用組合のような専門農協の形成の

形をとって進行した。第 1 図 は D D R のラ.イプチ.ヒ県;にあるS chenkenbergの L P G の集団化
• .

第 1 図 D D R におけるしP G 統合め地域因

最初のLPG 
LPG y.Oktober 
Schenkertberg

LPGの統合後の 

Kooperation

Schenkenberg

注（4) Edward Higbee; "-Farms and Partners in an Urban Age", (The Twentieth Century Fund, New York, 

1963, 7：m,前海書，p. 121.‘ .

(5 ) Harold F. Breimyer； "The Three Economies of Agriculture,', J. F. E. Vol./iも No. 3, Aug. 1962. ‘

•— ■ 62 {690') ■~ ~
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農まにおける垂直的統合と農工複合休

その水平的統合の地域的連関を示す0

〔第 1 図〕 の藤業集団化第1 段階として形成されたLPG ,7, Oktober S chenkerbergは，10月 

7 曰の革命紀念日を記念して命名された。 このことからも知れるように， との農業集団化過程のへ 

ゲ,そユイをとったのは第二次大戦終結後ポーランドへ遊還となった元ドイツ領を追われて来て，土 

地改革によって8 h a の農用地を与えられたな新農民" で，地城内零細経営結集の抛点となり，ユン力 

的富農層と対決して（現地調査ききとりぐ977.7.— , 本論文の前稿1 D.SO.ま た 『3 -口ッバの社会主 

義農業をみてJ S■農村と都市をt H ■ぶJ11975.11月号も参照） " 最初の社会主義的農業生ま協,同組合" 

を成立させた。第 1 図の左側の中の数字は村落の位置で10ヶの集落を基礎単位としてL P G が形成 

されたととを示す。次いで，L P G 統合が行なわれ，"7. Oktober. S chenkenberg"は他の？0ね1'. 

itzsch LPG (農用地 2,604 ha) (A), Sausodelitz LPG (1,767 ha) (c), Beereudorf LPG (1.604 ha) 

(D )と共{^ Kooperation S ch e n ke n b e fg を形成した。 この,社会主義的農業生産協同組合である 

集団農場相互の統合は，企業体の統合であろと同,時に，村落を基礎単位として出発！̂た生産組織 

地 域 的 統 合 で i こi : 目する必要がある。農業部門の企業体の統合が企業合同の性格のみなら

第 2 因

ha
900

ギ均面積’ 数 '
19.000.

18.000.

' 17,000 

800 16,000

15.000 
700 14,000；

13.000 

600 12,000

11.000 

500 10,000

9.000 
400 8,000

7 ,0 0 0 -

300 6,000

5.000 

200 4,000

3.000 

100 2,000
1.000

東ドイツにおける幾缴生産協同組合しP Gの 
水平的統合とK A Pの形成（KAPニKooperativ® 
Abteiiung Pfianzenproduction)

LPG数

1952 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74
レノ速‘ 來欧諸国の農業• 食糧事情J
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「さffl学会雑誌j 71巻5号.(1978年10月)

ず地域的統合の性格をもつことはま明ではあるが，生産物市場• 資金の循環* 蓄^| • 労働力配分な 

どの息地から計画経済の集権的メカニズムの分権化方式に不可欠の分析の基盤となる地域的統合め 

視角が従来欠如していたといっても言いすぎではない（この見地は意外に東欧社会主義システムと.中国

社会主義システムの近似性を示すことになる) o このような農業企業間の経営体間協業，農工複合体の形
. ■■ . . .  -

第 1 表まドイツにおける農業部門の社会主義セク夕" •内経営形態別分布とそ0 変化

年

会主義セクタニの占 
める農用地部分の分布 
と変化

経営形態別分布とその変イ匕 
VEG = Volkseigenes Gut
LPG = Landwirtschaftliche Produktionsgehossenschft 
GPG=Gartnerische Produktionsgenossenschaft

次

社会字義
セ ク タ 一  

めしめる 
割合

%

農 ；目 地 同国営農場VEG 農寒生産協同組合LPG 園芸横同組合GPG

国営農場
(VEG)

農業生産協 
同組合など 

(LPG 
と 

GPG)
%

経
営
数

農
用

(1000
ha)

常 
時 
就 
業 
者’ 

1000人

経
営.
数

組 
合 
員 

, 数
1000人

農 用 地  

(lOOOha)

常
時
就
業

1000人

経
営
数

組
合
員

'数

常
時
就
1  

1000人
1949 5.1 — —— 一 ■_ ■
1950 5.7 2.7 ' — — ■ ------- '

1952 — •( 一̂ — 1,906 37,000 218.0
1953 — . — — ' —

■ ■ . - ■' 4,691 128,650 754.3
1954 — 一 — 一 5,120 158,356 833.5
1955 27.3 4 .'4 18.6 — .6,047 196,946 1,203.8
1960 92.5 6.3 84.4 669 396キ 19,313 901,49015,408.1 298
1961 92.7 6.3 84.5 616 17,906 964,5285,441.6 322
1962 93.3 6.4 85.2 609 16,624 973,8545.472.4 367
1963 .93.6 6.4 85,4 594 16,330 993,291 5,459.5 369
1964 93.7 6.4 85.6 601 15,861 982,219 5,458.4 . .-、 368
1965 93.9 6.7 85.9 572 384 69.7* 15,139 986,6225,455.2 367
1966 94.0 6.7 86.1 564 384 68.4 14,216 985,3565,452.7 361
1967 94.1 6.8 86.1 548 387 67 ‘釋 13,073 970,6195,433.2 354
1968 94.1 6.9 86.1 544 391 69.8 11,513 963,276 5,416.1 351
1969 94.2 7.0 86.0 527 396 82.2. 9,836 933,3725,410.7 349
1970 94.2 7.0 86.0. 511 407 81.6, 9,009 915,1195,392.4 346
1971 94.3 7.1 86.4 500 443 8,327 898,714 5,393.8 779 338 887,000 25
1972 94.4 7.1 86.4 500 447 7,575 905,5095,405.1 334
1973 96.9* 7.14* 89,76 516 449 6,587 884,7525,400.0
1974 97.4<= 7.19* 90.21 489 452
1975
1976

P

1977
1978

■

"Statistical Pocket: Book of the German Demecratic 1973" Pul>lsihed by State Central Administr­

ation for Statistics, p, 60 以下および，"Statisti^ches Tasch^nbuch der Deutschen Democratischen 

Republik 19" —Herausgegeben von der StaatliGhen Zentralverwaltung itir Statistik — S, 75以下。
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> 農業における垂直的統合と農:！:複合体 

成はプルガリア，パンガリニ，束独，キCCコス.ロバキアの、、ずれの例をとっても統合は必ず地域圏 

の形成を伴っている6 义件うからこそ，統合は新しい農村と都市の再編成の意味をもつのであり 

(後述) ，又プルガリアの地域的統合からの" 务離" も新しい問題提起となる0 

第 2 図ぱ, D D R に お け る L1PGめ形成と経営体の水平的統合* そ し て KAP 0 形成•移行を示 

す，集団農場数とー^ ^ 場平均^ 営面積め相関図である6 集0 化のワンステップであるt 型では生;t  

ギ段カ'^©人的所有ーー従<>て従来の小経営を前提とした技衛体系の下での譜労働手段がそのまま使 

用される■~ ~ のままで共同耕作を行なう，労働)組 織 の 社 会 化 に す ぎ な い （第 1 . 第 2ま参照) 6 この 

資本主義的大経営によるま械体系の導入を実現しえなかった小経営における技術体系の限界を，そ 

のままに労働組織の社会化の実現を通じて社会主義的大経営形成への過糖をもゥだにすぎないI 聖, 

I I  , in 型と進化する過程で, 生産手段の社会化‘ 不可分固定プォシドの割合，労働に応じた分配分 

が増大し，提供された土地に対する収益分配が減少して社会主義的性格を明確化する。その背景に 

は 「鼻 村 に L F G を組織する決譲J ( ドイク社会民主統一党第2 回:^協議会I952) が，勤労農民め加入す 

る襄業生産協同組合を社会主義的生産へ転化するてととしてMTS(Mascliinen-アraktoi^en-Stationen) 

の 設 立 . L P G との新しい相互連開組織の雄立があり， 農業生産力桃造の変イ匕の条件力；外から政策 

的に規定された（このMTれt  r iタザ年秋には近代的農業技まで装備すること（ドイツ社会主義統"党中央委 

決譲) ，1959年夏にはM TS は恒常的，多角的な社会主義的大経営べ発展さる任務び協同組合法』) J をぽせら 

れている) 。 このD D R 経済の社会主義的再生産構造の環としての襄業構造の変革の課題は次いで 

L P G の 統 合 （集団化第二段階) を日程に上らせる6 .

L P G の水平的統合のあと第三段階としてL P G と国営農場V E G が協業係を形成し,それぞれ 

の農業企業経営体はそれぞれ土地, ■生産手段の集団的所有, 経営資金における独立採算制（各経営 

体内分配額をふくめ）を そ の ま ま 維 持 し て 提 そ の 全 体 を 計 i i i的に統一*経営管理する生産シスチ 

ムが成立した。これが K A P :(Kooperative. Abteilung Pflanzienp'r^oduetion.'der LPGs, GPGs, und VEGs)

と呼ぱれる祖織体で,すでに共通蓄積資金を可能にする独立した経済計算単位をなす新しい性格に 

転化しつつある経営体間協業である（我ぐが学したマルクスワルデ, デデロウ, シ ソケツベルグでは 

形成して間がないので各地で具体的仕くみに差があると現地で説明をうけた) 6

「K A P の最初め事:例 は 1968年 1月でその形成要因の1つは大型[自動コンバイソE 512盤であるJ 

と い う f生産手段の進歩が生産組織の変革をもたらしたJ 例 証 （青木■彦 「東ドイツ農業と食糧の霜 

給j 『ソ連• 東欧3@の農業. 食糧事情J! P. 7りといわれる。我々が現地で見た（!976':'70巨大な大砲の 

つつをもつコンバインがつつの中からズIJり取って脱穀した小麦を強嚴と共に吹き出すと,待機し 

ている大毁トラックがそれを荷台で受け，一杯になると走り出し，力、わって別に待機していたトラ 

ックが次にその吹き出しをうけるというセットが作動している0 そしてその脱穀されたあとの塞は 

別のトラックで地区内にある営ぺレジト工場に連ぱれ，機械'で圧縮し，匹!角 い "路面タイル"の

-  65 {60S) ~~-
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ように押しあげ，それを倉庫に保存する6 必要なときそれを溶かして飼料にもどし，畜産部門へき 

わしたり，i f 種部門の有機質肥料の原料にしたりする,という形セ各協業体を構成する経営体問の 

利用に供すi わけである0'

第 3 図はデ一デロウ協業体の内容を示す説明図の1971年と73年の比較図であるが，上述の説明の 

対象となる我々の場合は後者を見学したことになる。す で に 下 図 に が 示 さ れ て い る が ，K AP

第 3図デ一デロウ協業体（1971年）

广4S0 人*6,800ha
l,200haめ 

、スプリン夕ラー/

牧 草 地 l ,270ha 
飼科作物l,370ha 
穀 物  2,600ha 
甜 莱 600ha 
油 料 作 物 400ha 
野 菜 170ha

飼 4,700トン 

料
6,600トン

L P Gフ,アルケンバーゲン，難牛500頭/膝肥W-2000dt

LP Gギュストウ 雌牛280頭/繁殖膝250頭(育種〉.

L P G クリンコク 雌牛220頭/脉肥育5000dt

VE Gホルツユンドルフ 子牛1400(12ヶ月まで）

若余牛育成協業部 若令雌牛1400頭

L P GシX一ンヴユルダ… 雄牛600頭 （肥育)/脉r ま3500clt

LP Gッェルニー コゥ 雄牛350頭 （肥育)/脉肥育lOOOdt

L P G シュ夕インフルト 鹏脉 lOOOdt

L P Gデ一デウ 繁殖膝700頭 '

第 4 0 デ一デロウ读猿体 （1973年)

植 物 生 産 肥官用子脉生産 食 肉 生 産 箱令雌牛生産
L P G L PG しPG V EG

協 業 評 議 会 協 述 合

ミノレ
Z B E

生 座

(ミルク生ま評議会）
青木国參r奥業生ま協同組合の社会主義的高度化の一*力策- 
ツの場合J (経済51!論学会細r現代‘資本主翁と恐慌i 所収）

-東ドイ

m  (694)

I!触、 诊ITホ



の次にすすんだ段階である Kooperative Einrichtungen der LPGs, GPGs imd VEGs mit 

registriertem S ta tu tが成立しており，更 に ACZ (Agro Chemisches Zentrum )裹業化学センタ 

一の地域連携も作動していた。デ…デロケ協業体:本部の倉庫の裏に広場があって小型飛行機がとま 

っており, 適時に播種, 肥料などは国営センタ一の飛行機が各協業体の要請の下に(その土質にあb 

肥料を選定する科学的分析を行なって）散布,を行なう。 こめ段隙で，すでに単一農業労働過程g 体さえ 

も集団的企業と国営企業の協業の下にあった。

統 一 経 営 • 共通不可分資金のウェイトが強められ，蓄積増大に'従って協業体に参加している各企 

業体間の収益格差に基づく蓄積と分配分の差を平均化することができるようになる。それがその協 

業体の運営を安定化するし，义各企業内生産物を各参加農民に別建協業内価樁で分配することで実 

貧 所 得 （分配分）を高められるという説明を現地できくことができた6 垂直的統合への移行過程で 

ある。 ■.

ハンガリーにおける農業集団化の実現は，機械化や化学化を可能にする"社会主義的大規模農業 

経営組織化" の 基 盤 を 確 立 し た （霞業集®化第一段隙) (I960年)。 次いで、か高生産性社会主義農業の 

創出" をめざす政策の中心をなす巨大な農業投資（第3ま） は， 農業部門の機械化• 化学化を実現 

し て 旧 来 の "重 労 動 • 低能率の農民的労働" を一*掃 レ "商品生産用耕地面倉を20%増加させた"，

• 農業における垂直的統合と農工複合体

第 5 図 裹 缴 想 生 産 指 数 (1960年=100)
指数 -

154.5

150 
X46

140

130

第2表ハンガリー裹業における所得階*別の 
生産協同組合の分布状況の変化

2

 

0
 

2 

2 

1

1

110
106

■ . V - 1%8年 1972年
協同組合全体(こ 
占める割合(％)
1968年 1972年

低所得組合数 1,128. 622 48.8 26.9
中 H 889 862 38.5 37.3
平均以上の" 295 828 12.7 35.3

原出所：Lovas Matron農業食糧供給省のデ一夕

1960 1965 1970 19731974 年

Lovas m&tron, MagiSgazdasaqunh fejlcd もs© 
eも tavlatai (1975)(本文参照〉
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又役畜の一掃は '‘25方人の労働力を解放しナといわれる。それによって,ハソガリー農業の発展 

は 著 し く （第5図)，"嵐のようなテンポ" で "新たな社会的分業の進展" , 農 業 生 産 の "専 門 化 "を  

おしすすめている。 この専門化と集約化の方向は，廣業部門における企業の水平的統合を推進させ 

ると同時に，各傘業ま体の蓄積を增大せしめ， "新経済ザ理制度の導入" （I968以後）を背景r ま己 

第 3 表 ハンガリーにおける農業投資の動向（10億Ft当年度価格）

1961〜65
総 額

1%6 〜7Q
総 額

1971〜75

総 網
1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976

建 物 13.7 29.9 36.8 5.6 7.9 10.0 '9 .1 7.7 6.3 6.6 7.1 一

機 械 10.9 14.6 31.8 2,4 3 ‘2 4.7 5.5 5.0 6.1 7.0 8.2 一

(ィ) その他 6.8 '7*7 5.9 1.5 1.4 1.4 1‘ 2 1‘ 0 1.0 1.2 1‘ 5 . . 一

計 31.4 52.2 74.6 9.5 12.5 16.1 15.8 13.7 13.4 14.9 16.8 —

(fO 計 — 59.0 88.6 10.9 13.9 18.2 17.7 15.6 18.3 18.3 20‘7 20.3

(0 Mezogazdusagi Adatok 1973, KSHおよびStatisztikai Evkonyv 1974, KSH.
A  Termeloszovetkezetek gazdalkodasa a szamok tUkrもberi, TOT, 1977 にもとづく データ* 

(p) Statisztikai ^Ivkdnyv 1976, 1(811にもとづく データ。

第 4表ハンガリ~農業部門の機械化率の変化と経營体別比鞍

1960 1965 1970 1975
農業全体 F1営農場 協同組合

共同経営
1976

穀 物 収 疲 （％) 42.6 , 7 8 . 9 93.4 96.0 97.9 100.0 97.7

馬 鈴 冀 収 穆 （％) 12.2 17.7 24.0 27.4 26.1 99*5 95.6

チ シ サ イ 収 積 （％) 35.8 49.1 72.0 89.9 94.3 99.7 94.4

トウモロコシ収樓

種 実 収 横 （％) 0.0 2.6 23.8 65.6 66.6 99.7 99.5 .

塞 収 樓 （％) 16.6 55.4 61.8 55.0 . 90.5 80.8

插糧面積lOOhaあたり 

機 . 械 播 種 ha 40 80 84 —

中耕面積lOOhaあたり 

機 械 中 耕 ha 59 84 98 72 79 133 89

牧草面糖lOOhaあたり 

機 械 収 m 85 151 192 244 221 259 224

機械収獲，積載 一 12 14 17 16 25 15

>±( 6 ) Lovas Matron, "MexGgazda saqunkfejl5d6se 6s tAvlatai" (1975),ザ-;廣公 訳 f ハンガリー農業の発展と 

望J I■のひ♦ゆく農業J 470, P ,17,

,1, 68 (600*)
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3.000

2.500

2.000

1.500 

1,000 

. 500 特殊果実生産協業体数 

,«>«0.57ha以下の小農経脊数：

1960 1968 197119731975

農業における垂直的統合と農工複合体

財源の循環と国家資金の信用供与の結合したメ力ニズムが展開し始める0 新たな経営体間協-業• 垂 

直的統合を通じて国民経済的規模での生産システム化を通じて生産力構造の質的転換の創出を意味

第 5 表主要作物販売額の社会的セクタ一別構成m m ) する。農業部門内の水乎的統合の過 

殺で大経きと小経営は対立抗争では 

なく統合関係が成立し，生産協r t 組 

合は住宅附属地やの他の小経営の 

生産物の商品化を" 混合セクタ一" 

としてくみこむようになるが,その 

與存面積にもかかわらず，その商品 

化される生産物割合は左表の如く減 

少した。
但し生産協同組合の生座高の中に16.6% (对全農業生産高）の住宅附属地菜園の生産物がふくまれて 

い ぬ *、, 1976年に全牛飼養数の19.6%,膝の26.8%,にわとり037:2る:力tここセ生産されている（WES,

1978- 4, A'04)-点は'見逃せない（後述)o ' .. ..............- • .............. ........... -
第 6 国 ハンガリーにおける農業生産協同粗合の水平的統合

平 均 面 積 経 営 体 数

生 産 物 大 経 営 住宅附属地経営 
その他の小経営

小 爱 99.7 0.3
と う も ろ こ し 96.0 4.0
大 麦 99.0 1.0
免 ん ど ぅ 類 100.0 0
甜 菜 99.8 0.2
ひ ま わ り 99.7 0.3
馬 鈴 .. m . 8 8 . 0 12.0

.出所：ハンガリ一ボケタト業統計J , 1974年，中央統計局，265ページ(

組合当り平均面積

資料 : 農業生廣協同組合数と平均IBi積の相関数I960年, rハシガ1T〜ポケット農業統計J pp.

69 (69T) ~—
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第 6 表ハンガリーにおける農業部門の企業別数平均経營規模の変化

出所 rfungarian Central Statical Office "Statistical Yeatbook 1974", Statistical Pocket Book of 
Hungary 1977

第 7 表ハンガリーにおける農業生産協同組合の集中過程，1971〜75年

1960 1970 1973 1976

■営虞場 数 333 180 168 146
平均廣用地面積(ha) 3,700 4,883 5,772 6,826
面積比率％ ,12.8
就業者数（千人） 145.3

生産協同組 担合数 .4 ,5 0 7 2,445 2,199 1,470
合 平均農用地面積(ha) 1,300 1920 2,188 3,120

商積比率％ 73.8
就業者数（千人） 618.0

住宅地附1 数 (1000) 843 892 800 (1975) , 783

属 経 営 1 経色、面積 O.Gha

キの他農協 数 196 260 144 (1975) 108
平均農用地面積(ha) 1,058 994
面積比率％ 4.1

農業就労人 
P <1000人〉 1,784.1 1,193.7 し 039.0 (1975) 1,015.5

個人農経営 数 105,000 1,200
平均蕴用地面積(ha) 1.8 1.48
面積比率％ 2.9 .

労働者副業 数 833.5
経営 経営面積（ha) 0.33

補足農場 農用地合計（lOOOha) 261
面積比率％ 3.9

国営企業 農用地合計（lOOOha) 、 165 .
面積比率％ 2.5

猪 中 の 特 徴 1971年 1972年 1973年 1974年 1975年

組 合 数 2,373 2,314 2,199 1,917 1,627
平 均 ；i l 地 面 積 （へクタ- ル） 2,026. 2,081 2.188 2,90 び 3,450

平 均 従 車 者 数  （人） 305 298 29 327 375®
平均粗固定資産額（1,000フォリント） 24,934 31,712 37,955 49,151 一

平 均 経 常 資 途 額 (//)
--------- ---------------------一一一■---------- ---------------------一 --------- .

17,e28 19,356 23,737 30.662 —

出所：農業省資料 , 1075年◊

第 6 図は,ハンガリーにおける農業生摩協同組合の水平的統合と一経営体当り平均経営面積増大 

の相関図である。, D D R と‘同 様 I960年をピークに明確な水乎的統合の進行がみられる。 1974年に

— 70 (698) —  、



農業における垂直的統合と農工複合体 

規模別分類では2 ,001〜3,OOOha規模が522農 場 で 全 体 の ね .4 % を占める。次いでウェイトが大き 

いのが1,501〜2,OOOhaで 327農場，3,001〜4,OOOha規模で313農場でとの三層（1,500〜4,000ha) で 

全 体 の 5 割以上をしめる。5 ,OOOha以上規模も105農 場 あ る （農林省農林経済局国際企画課rソ律.,東 

欧諸国の農業• 食糧事情J) 。 農業生産協同組合数はねS tatis tica l Yearbook" Hungarian Central 

S ta tiM is tica l Office, Budapest 1977によ :5 と第6 表の如くである。 農業労働人口はI960.年の 

178方 4 ,100人 （全労働人口o 37,6% ) 力、.ら1976年 に は 101万 5,500人 (同20%) ic激減したいこれはハ 

ンガリー国民経済の労働力配分を極めて大きくかえる条件となる。

経営規模の大型化は穀物収獲高の100%大型機械による)(Ij入 の 実 現 （国営,.協同農場とも）（Busin­

ess guide Hungary Budapest 1 9 7 7 ) ,トラクタ一保有馬力数130方 馬 力 （1960) ——  370ガ馬力 

(1976),化 学 肥 料 ha当 り 9.4倍となり，1951-^55年 平 均 1 h a 当り,1も6キンタル':Cあった小麦 

収複量は1971〜75年平均の33‘ 2キンタルに，1976年には38キ タ ル ^ 増大した。れこみは東独と並 

んで東欧最高位で,,1 人 当 り 穀 物 収 獲 高 で は 年 ，1,1ァ31^8で 2 位のズル.ダリァ,89み客をはるか{^：

第 7 圓 チ :t コスロパキア襄業生産協同組合の水平的統合

農業生産協同組合数.平均面積 
ha

経営体数 
12,000

1950 1 9531956195919631965197019731975-........
1960

出 所 "Statisticke Prehledy^ 1975 
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しのぎ，食 肉 生 産 高 （と体重量）140kgも2位の東ドイツ102kgを上まわゥている" （Wes, 1978, 

も A'05) 。

これはムンガ!)一国民所傳中の農業所得の割合が29.2—— 12.7 % へ 低 下 し た 点 ,年 間 所 得 1 人 

当りが労働者（22,915フォリント）， 職 員 （28,957フォリント）に 対 し て 農 民 (22,^80プ才リント）のバ 

ラシスにもあらわれて い る （W E S ,I978,も A21)。1975年の蟲業総生産高の71.6 % を協同担合農業 

が, 17 .4% を国営農業が，そ の 他 の 社 会 化 農 業 企 業 が 襄 業 部 門 の 社 会 化 率 は 98.7 % に達 

する。 ’

第 7 図は, チ ュ コ ス ロ バ キ ア お る 農 業 生 産 協 同 組 合 J Z D の集団化の進行と統合過程と平均 

経営面積の増大を示す相関因である。集団化のピ一クは1959年，70年代に入って水平的統合の進行 

は寨しいか経営規模別にみると1970年では200〜l,0 0 0 h a が中心であったのが, 1974年 に は 500〜 

1 , 500 h a 中心となり，上限ではもさOOha以上の経営があらわれでI 、る (但し国全農場は1975年に総 

数で251だが平均経営面積は574ha)。 ..

/- - 

第 《きチェコスロバキア JZ D の規程別分布 ’

1勺70年 

100 %

1974年 
100 %

〜200ha 8.0 1.4
201〜500 40.3 16.9

501〜l,O0() 39.4 39.4
1,001〜1,500 10.0 25.1
1,501〜2,500 1.5 14.2
2,501〜3,500 一 2.2
3,501〜4,500 — - 0.7
4，501以上 ------ 0.1

Statisticke Prehledy, 1975,

第 0表チェコスロバキア【こおける農業労働配分（1975年 2 月 1 日現在）

部門別恒常的農業労働者数 平均年令

国 営 部 門 . 252,187人 25% 39.4

共 同 農 企 業 (SZP) 7,635 1

農業生産協同組合(JZD) 670,567 68 44.5

個 人 農 ,5 9 ,4 4 9 6 53.0

合 1 十 089,838 100 43.7

12 (700)
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農業における虚直的統合と農工複合保
園 .■ ' ■ ■

第W表農業経營における専門化のための生産単位目標（現段階の最適規模）

ハンガリ一(1974) チ . ic■.コ (1974)
- , 生 産 単 位 生 ま 単 位 人当り管理頭数

穀
とう もろ

顏
こし

1 400 〜800ha. 1,500〜？,000ha
コンバイ.ン5 台

が }'
甜 菜 60〜300ha 150〜200ha
りんご，ぶどう 100 〜200ha 500〜700ha ヶ 3 台セツト
最適農業経営規模 4,000〜5,000ha
広域農業経営規模 15,000〜30,000ha 肥料農薬撒布保管

畜 産  
乳 
肥

部

育

門
牛
牛

頭
300〜400—

1000〜2,000
頭

400-^1,000 
500〜1,000

頭

300
繁 殖 .膝 360〜420 600—2,000 100
月巴 育 膝 7,000〜8,000 5,000〜20,00ひ 1500
プロ イ ラ 一 30〜50方羽以上 30,000〜100,000羽 15,000羽
摔 卵 鶴 4 〜5万羽以上 60,000—200,000 10,000

但し国別資料を合成した,

プルガリアでは1968年 7 月K：i , ,ソビ3：■トの規定と同調してすでにr発達した社会主義社会め建設 

段階に到達したJ とし， r® 家 経 済 連 合 （state economic trust) j 一 一  協 同 梟 場 • 国営農場の農業生 

産 と 購 買 • 加工•販売を担当する工業企業との間の広範な経済的協力一の確立方針を提案した 

生産の 集 中• 『規模の緒済』の実現要請と® 民経済計画• 管理の集中♦集権化要請との結合の新し 

い形態であって,従来の塞本的経済単位としての個別企業と関連組織とを産業分野ごとに統合し
■ 、 ‘ .

て新しいより大きな経済基本単位となった。 したがって, 各分野の独占体やもある。 こ の 種 の 『連 

合J !は67あり，そのほかに集中化に適しない地方的性格の『連合』が約30, そのはか個別企業として 

存続すろ企業もいくつかあるが, これらすぺてを総称して『国家経済祖纖J(State ^Onomic organi­

zation) と呼は:れる。農業プロバーのr 農工複合体』はその対応形態であるJ (IvanPrumov； '^Bulg- 

arian agriculture Today" Sofia Press,. 1976 ,山内武夫訳:.r今日のプルガリア梟業j '"のびゆく農業" No. 

493 p. 30)0 '

プルガリアの農：n複合体は，1970年に農業生産の基本的経済単をとして創説された0 その後1974 

年現在, 農用地総面積の8 5 .1 % ,農業総生産の86,5% (穀物生産の86% , ま産物の5 牛77.2%, 

m % —— ) が農:！: 複合体, IE：農複合体， 科学生産連合などによることが示される。 とれは同年の 

農用地総面積め社会化率88.3% (住宅附属地を含あれぱ100%に近い〉のはとんど大部分であることを 

考えれぱ， プルガリアをおける農業部r うの社会的生産は農：t 複■合体によってなされているといわな

— 73 cro i) —
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i 単 位  
. ■ ‘ «

-— ........... - . . .  1

Q
1971 J972 1973 1974 1975

農工複合体（AJIK) 数 数 17( 17C 16C 15：5 152
エ農復合体(JIAK) 数 一 一 7 C 10
家禽. 膝飼育科学生ま連合（HJIO) 数 一 . 2
AJ1K, JIAKの平均朝:作面積による分類（数）

l2,0()'0haまでのもの 18 27 28 30 30
I2,000〜20,000ha 34 34 33 30 31
20,000〜28,000ha 59 59 55 '44 46
28,000〜36,000ha 31 31 27 27 23
36,000ha 以上 19 19 24 31 32

AJIK構成農場. 企業数
■働労協同農場 662 679 535 462 281

国営農場 158 156 144 130 91
m & M 99 154 265 427 702

耕作面積 l.OOOha 3,903 3,956 3,964 3,975 4,009
就業者数 1,000人 1,064 1,128 1,087 1,062 985
固定フォンド⑦ 100万レバ 3,443 3,721 3,993 4,300 4,600
トラクター数（15馬力換算） 数 78,158 86,737 97*320 106,051 107,119

各AJ1KまたはJIAK当り：
耕作面積

* -• - - - •-
ha 24,290 23,272 23,740 24,530 24,732

就業者数 数 6,609 6,635 6,507 6,524 6,035
固 定 フ ォド .‘ 1,000レバ 21,385 21,886 23,912 25,836 27,517
トラクター数（15馬力換算） 数 485 510 584 652 661

就業者1人当り年間平均労働報酬 レバ ③1,178 i1,278 1,426 1,490 1,615

(注^⑦この年はAJIKだけが161経営あったのみで，数字はすべてAJIKに関するもの。
②年末現在。取得価額によるQ

③総所得に対する課税額を除く。
山内武夫rプルガリプの農業と食料雷給j (rソ速及び東欧4ヶ国の農業. 糧事情j p. 34. -

A jiK 構成企業の中で農場が更r " 水平的統合"一~ ^経営当りの規模拡大をふくむ経営数の減少 

•一一を著しく進行させているのに対して専門化企業の数が著しく増大しているところIこ，まさに新 

しい社会的分業の形成をふくんで農工複合体. 更にはエ農複合体の特質をみることが出来る。 「農 

エ複合体は耕種• 蓄産に従事し, エ農複合体はてんさい，果実‘などを中心とする食料;C業との垂直 

統合によって創設されたJ 企 業 で あ る （前掲書P. 58) 。 

農民を協同組合に加入させ, 统ー経営を行う藥回化第一段階の，吏にすすんだ形態である水平的 

統 合 が "協同組合的所有をいっそう高い発展水準にぉしあげたのは土地利用,.資金共同化の性格 

である。 - 

しかしながら, r新しいK700型 ト ラ ク タ の 250〜300腐力をプルに稼動して収益性のある活用 

をはかるためには，少なくとも長さ2 キロメ,… ドルの区画地が必耍であるo j おf起，収獲に要する 

一- " 74 (702)
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けれぱならない。

表1 1 プルガリアにおける農工複合体，ェ襄複合体，科学生ま連合に関する基礎的標識

各《1 
、? 
4  
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農業における垂直!^統合ふ農工ま合体 

襄業機械とセ、ントしたトラクタ" 群 （4〜5台) は, 従って1種類の作物の栽境区画地として500〜 

l ；500haを必要とする0 1 農場が多種の栽培を行ない，力、つ輪作を行なうから，けことえ統合によゥ 

て3,000〜4,OOOhaにな々たとしても，そのなかで生産集中方式を導入して1作物につき500〜1»500 

h a の面積を確保するととは不可能である。J I■トラクターや飛行まなど高度に生産的な技術を用い 

るためには広大な面積で単作物を栽培する必要J があり，ネれは従来と全く翼なる経営管理方式 

を要請するに至る。

養まの場合においても「新しい技術では1ま蓄種につV、て 1 ,000頭を扇育する農き力'ミ要求されるj 

① D R 製のカールローゼル型機械と力、， ソ連製のコムソモルカ型と力ハスウェーデシ製のアルプ 

ァ ‘ ラヴプル型機械などの新しい摊乳設備の能力j に照応す,るためにほ, 1 , 500〜2,0 0 0 頭の乳牛 

飼育がなされる農場が必要であるが， これだけの頭数は一つの農場で飼育管理は出来ない， とすれ 

ぱ " 新しい生産集中形態の模索" がなされる。地域と耕播によってはいくつか<5̂生産協同農場*国 

営農場め統合と生産国営企業，义は食品加工国営企業との協業が要請され， "農業生産集中化の最 

適の形態" として承認された農工複合体-  '" 超協同組合農場"の形成が日程にのぼったわけであ

%o ' ' ■■. ..

この農工複合体の形瑪によって,「各協同組合蔑場保有の財政資金が農工業複合体に集中された 

こと，それで拡大された複合体の土地面積によって, 栽培作物, 飼 家 畜 の 許 ® 的 内 部 集 中 •.門  

化と多様化を近代技術に照応じた水準で実現できるようになった。 このような新しい条件を前提と 

し て新しい" 工業的な勞働組織" が成立する。 " 農産物の工業的生産"のための生産隊がこの労働 

組纖の基本形態として承認されナ^7)(敷物生産隊，ぶどう園* 果ぽ園生産隊. 野菜生産隊)。

ハンガリーでは，1976年に最初の農工企業結合（連合）力'：形成された。 じ の Hajdusね 擧 エ 企  

業結合は14協同組合， 国営農場， 1砂糖工場が参加し，103,218haの共同利用を通じて究展段隋 

の異なる農業経営を均一化」する。そ し て r⑧とうもろこしプラス食肉生産の垂直構造（飼料の生 

産 • 加工と養膝. 養鶴)，⑧とうもろとし生産，砂糖用甜菜の栽培• 加工, 養 牛 ' 養 羊 ,食 肉 加 工 に  

ついての垂直生産J な ど を 通 じ て 「各生;i 部門を組織化し, 適正規模J を 検 討 す る （J . マートン，

J . チメス著rハンガリー農業における水乎，垂直統合J 金沖晃ー訳5■のびゆく農業r  4ァ9, p‘ 28)(平泉公雄 

し、ンガリー農業と食糧l i 給J rソ速及び東欧4 ヶ国の農業. 食糧事情』P* 88) 。

すでに前節で指摘したように，ハンガリ—における農業集団化は，高度の専門化と集!^化を目標 

とした等質的企業連合保の形成を目指す生産協同組合相互の水平的統合を経て「農産物原料の生 

'産から最終生廣物の消費者への供給までをふくんだ再生産過程J (J *マ'^ トン，J . ネメス箸，前掲養， 

P, 7 ) を総括する新しいメカニズムが形成された。

注（7) r廣エ複合体の下には生ま糖目ごとに編成された数個义は10数個のクチャストク（production teani)および朝,1企 

業から成っズおり各クチャストクはそれノ> 数個のプリガーダから成っている。この生ま隊がクチャストク义はプリカ 
レダのいずれを指すか明らかでないj  (Ivan P rum ov,前揭書，P. 31)
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「三田学会雑誌.I 71卷 5 号 （ld78年10月:)

ハンガリーにおいては，経済連合体と呼ばれる企業体間協業は" 異 常 な "程多様であるが，農業 

企業の等質的活勘を水平的に統合する濟合体（I ) (第I3表の1 ,2, 3 ) が多く，晨業を産を食品加工,' 

販売関係など全体を集中する連合体（] 1 ) ( 第!3まのも5, 6, 7) の数は水平的統合の発展を前趣とし 

て増大しつつある6 すなわち水平的統合と異質的企業の統合である垂直的統合が相夏に協業する共 

同事業の形もある（トマト生産農場，かんづめ化, 販売。ぶどう栽培，ぶどう酒生産' , 販売etc)。参加農場 

は資金や物的資産を共同利用しその寄与率に応じて利潤分配をうけるが，.その経済的諸結果をふく 

めて共有財産となった経常資産に対して共同経営契約を成文化する。又参加農場は年度末に経済連 

合体の協同関係から離脱するととができる。

固定資産や経常資産の集中化を実現する新しい経済連合体（皿） に

(1) 農業コンビナぃト

(2) 農工コンビナート 

食品産業コンビナート

工業的生産システム（特定農業活動の水乎的統合）

農 工 企 業 結 合 （創設者としての参加農場の独立性を維持し共同で企画5；£案し， 共同の開発事業や 

目的をもち共同不可分フォンドを創設する独立の法的団体） 

a マートン，J . ネメス[ハンガリー農業における水平•垂直統合j 前掲書，

第12表 ハンガリー食糧縫済における縫済連合体（実数）

15、

タ イ プ 1970 年 1971年 1972年 1973年 1974年

法 定 279 300 298 271 265
非 法 定 174 149 179 219 250

計 453 449 477 490 515

出所ご農業食糧管理省統計集(M6m Stagek) , Budapest, 1974. J . マ。ト 
前掲書P .12。

注（8 ) 生産システムとは，特定の作物について，中心となる経営が畑地の規模，配置, 品種，施肥, 防除，機械体系など栽 

培のすべてについて，プログラムを作成し，参加企業はその技術体系を無条件にうけいれ樊行する☆業間協定をめ容と 

する。その下で余剰生ま物が生じるとその中心経営は一定の割合でその一部を得る。とうもるこしの分野で成果をあげ 

他の分野にひろがった。平泉公雄！■ハンガリつ費業と食糧需給J (前掲書P, 86, P. 88)。
生産システムが導入されのは1968~9年で最初は畜廣, 後に耕®生産で1974年には作物栽培般に普及した◊1975年 

には，作物栽培で18システム，野菜轉培で7 システム，対金面積は90万へクタール。1974年に大規模とうもろとし生産 
地帯の40%がシステム化され，全国平均より26%も多い収量が確保されて，2年以内に投資収益力,えられた。収量の大 
幅上昇によって単位費用は10〜15%滅少，労働生産性は2〜3倍となった。 (J .マ’ トン，前揭書P. 20) しかし機械の 
多岐にもたる部品補給，施肥量と収積量の相間などに問題も文生じている。社会主義i t ではコンビナ—トと企業結合は 
目的，経済意識，組機構造において異なる。
企業結合は参加者の法的独な性を犯さないが, 参加者はその運營につい*t：全面的な経ね的資任を負う。コンビナート 

は一企柴の組纖形態であるが，企業桔合は法的に独なした企業間の組擴形態である。

農工企業結合は特定地域における一つの経済協同形態であって, 発展段陪力;違っているために集中化専門化もある程 

■ 庇異なる企業が共通め組織に結合される。したがってとめ組織は加盟企業の活動や発展を調整*招導する（加盟企業の 
独な性は維持されるものの，共同の中権機関のffl耍庇が高まるにつれて共通の投資を行V、，分劃出来な、、共通プオンド 
が形成•運営されるようになる）（J .マートン前榻Itf, P. 2り。 ‘ ,
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農業における垂直的统合と農X 複合体 

が あ げ ら れ る （第I2表，第!3表参照)。

第13表パンガリーにおける縫済達合体の活動別分布率
(權位：% 、

活 動 の 種 類

経 済 速 合 体

法 的 団 体 非 法 的 0 体 全 体

1972年 1973年 1972年 1973年 1972年 1973尔 1974年

1 . 農 業 生 産 8.1 7‘ 7 26.3 23.7 14.9 14.9 17.2

2. ★ 品 加 工 2.3 3.0 8.1 13.7 4.8 7.8 8.4

3 . 農 ま 物 販 売 10.7 14.8 3.2 4.1 8.2 10.0 . 10.4

4 . .農産物生; ^ . 加：! : ‘ 服売 3.4 3.3 7.8 7.8 5.0 5.3 5.6

5 . 農 産 物 生 ま • 加 ェ — — 2.8 1.4 1.0 0.6 1.3

/ 農 産 物 生 ま • 販 売 11.7 13.7 16.8 11.4 13*6 12.6 9.7

7 .農 産 物 加 工 • 販 売 5.7 3.3 3.9 4.1 5.0 3.7 4.6
8. 住 民 へ の サ 一 ビス 1.7 0.7 1.1 0.5 1.5 0.6 1.3

9 . 建 設 資 ‘ 材 36.9 32.5 1‘ 7 2.7 23.7 19.2 17.6

1 0 .エ 業 7.4 8.5 8*4 5.0 7.8 6.9 6.8

1し そ の 他 12.1 12.5 18.4 25.6 14.5 18.4 16.6

合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

J .マ。トンf也（■ハンガリ一農業における水平. 垂直統合」P .15。

第H表ハンガリ -における耕種生産システムによる作付面積
r単位ニヘクタール）

作 物 1971年 1972年 1973 年 聊 年 1975年

と う も ろ し 38,900 85,077 250,624 447,189 587,370

砂 糖 用 甜 菜 •-- — 16.348 29,834 52,300

小 '麦 ------ — '— 6,000 111,000

ひ , . ま . わ . り
------ 一 26,720 .51,700

ァ ル プ ア ’ ル フ ァ ------ . — — 18,000 30,000

米 ■—— ■ — — 12,600 20,436

牧 草 •■ — •~ 2,886 9,236

馬 鈴 m ------ — — 3,707 6,805

大 — 一 8,800 23,000

ト マ . 卜 —— — — — 1,000
A プ リ 力 — -~- — '2,100

丸 ん ど う ------ — — 一 3,000

盤 子 用 え ん ど う ~  . .„ ■• •™ 10,000

玉 ね ぎ — — ™ r  . ‘ .一 1,900

合 計 38,900 85,077 266,972 555,736 969,847

出所：J• マートン他rハンガリ一農業における水平•垂直.統合j p. 22,
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第 I 5表ハンガリ一のま産における生まシステム

(爽）
' 生座システム数 参 加 経 営 数

1 97 5年 1 9 7 6年 1 9 75 年 1 97 6 年

牛 3 7 169 384

(内 ) 乳 生 産 1 4 47 260

肉 生 産 2 3 122 124

m 2 2 179 373

家 禽 4 4 97 99
ク サ ギ 1 1 ; 110 204

魚 - 1 — 15

合 計 10 15 555
. 1

1,075

平束公雄レ、ンせリ一農業と食糧需給j ( rソ速及び東欧4 ヶ国の農業. 食糧事情J 
東西農業協力セゾター所収i>. 88)„ .

四

(その1)
第le表農業労働生産性関連描標

プルガリア 東ド ィッ ハ ンガリー チ ：• ^コ
1950年 1970キ 1950 年 1970年 1950年 1970年 1950年 1970年

国民所得占める農業 
の比重 （％) 42 22 28 12 25 18 16 10

有業人口総数に占める 
農業就業人口の比重(％) 80 36 27 13 51 26 39 18

農業就寒人口1人当り 
総 ’ 人 口 数 .2 .2 5.8 8.9 16.1 4.4 7.9 6.0 12.1

( その2) . '

国 民 所 得 指 数 100 593 100 399 100 . 300 100 319
農 業 総 生 産 高 指 数 100 250 100 185 100 146 100 142
年間平均総人口（千人）. 7,250 8,490 18,388 17,058 9,338 10,329 12,389 14,334

すでに水平的統合でふれたように，ハンガリ 一 でI960年 か ら 1976年に農業労働人ロは76方 8,600 

人減少し，労働人口との比率は37*6%から20%になった。農業をその関連部門の急速な大規模組織 

化 • 專門化と集中代;による智力化は,；労働力不足のハンガリ一経おにおいて社会主義工業化による 

迪加的労働力需要を充たす十分な機能"i：*も っ た （第16ま) ,
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廣 業 に お け る 垂 直 的 统 合 と 農 工 複 合 体

第 1 7 表 農 工 複 合 体 の 就 業 構 造

プ ル ガ リ ア ハ ソ ガ リ ‘ 東 ド ィ ッ ポ ^ ラ ン ド
ル W プ ニ ア

す X. ^

農 業 生 産 ' 手 段 生 ま 諸 部 門 1 3 8 2 1 6

農 業 き 体
86 82 58 88 92 69

農 産 厚 料 め 加 工 と 諸 用 役
13 15 34 10 7 25

第 1 8 表 国 民 経 済 に お け る 農 工 複 合 体 の 比 重 お よ び 純 生 ま に お け る 農 工 複 合 体 の 構 造 （％ )

プ ル ガ リ プ ' 、 ン ガ リ ー 東 ド イ ツ ポ ー ラ ン ド ル ー マ ュ プ チ ：ュ コ .

農 業 就 業 人 口 の 比 重  

( 有 業 人 口 総 数 に 占 め る ）

4 8 3 1 4 3 5 7 2 0

A J I K 就 業 人 口 の 比 重  

( 有 業 人 口 総 数 に 占 め る ）

5 6 3 8 2 6 4 9 ’ 6 2 2 9

国 民 所 得 に 占 め る A J IK  
の  比  重

5 2 3 6 3 1 3 7  , 4 3 3 0

(.そ の う ち ） 農  業 3 3 2 1 1 2 2 0 3 0 1 2

A J I K の 純 生 ま ( = 1 0 0 ) 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

農 業 生 ま 手 段 の 生 ま 部 門 2 7 1 3 6 5 1 0

農 業 自 体
. 6 3 5 8 3 9 5 4 7 0 4 0

農 ま 原 料 の 加 工  

お よ び 諸 用 役

3 5 3 5 4 8 4 0 2 5 5 0  .

J1-Al3>aeH4eBf B, CTap0/iy6p0BCKaa» (|)0pMHp0BaHHe arpapiio-tipoMbiUJieHHblx KoMiiJieKcoB 

B B p o n e ftc K H X  C TpaH ax C O B , B o n p o c b l SKOHOMUKHf 1 9 7 2 , H o .  4 . cTp. 1 1 5 - 1 1 6 ,
3 表 と も 山 内 武 夫 f東 3  — P ッ バ 諸 国 の 工 複 合 体 』 （平 旧 重 明 編 り K欧 の 農 業 生 摩 協 同 組 合 J 下 P . 1 ね 。•!）

この数字は，農工複合体形成の!?;期のものであるが, . 第1ア表によれぱ農工複合体はその形成の契 

機からして当然農業部門に決定的なウ：c イトをもっており，就業構造からみると東ドイツの垂直的 

統合が最も進展している0 ただ就業構造であるから，農業部門のウュイトが大きく示されるので， 

農業就業人口比による工業化の進度と純生産の割合を力、かわらせてみる。東ドイツの工業化の進展 

の結果を，国民所得にしめる農工複合体の比重の相対的ひくさにみながら純生産比によれぱ，農業 

生産手段の生産部門に13%を農工複合体がしめ, 内部循環的方向をみせていること，農産物加工♦ 

販売のウCCイトが農業生産白体を上まわっており, 追加投資による効率化増大め’より大きい部門で 

あるから，今後の， れ播極から最終加工製品まで合理的• 計画的組織化によって消費者まで一*貫し 

た シ ス テ ム " と し て の " 食 糧 経済のシ ス テ ム 化" の進行は, こ の 方向を強めるとと力'；予測されろ 0  

はじめに述べたように，資本主義経済の創成期における農業変革の課題—— 直接生産者•農民に 

よる土地改本と資本丰雜農業の創出'一一•を成熟させず， " 二 つ の 道"の捨掠の中にその解決を第二
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次大戦後の社会主義経済成立による土地改革にまセ、待ち越したオストエルべ諸国では，その結果農 

業部門の社会主義的改造は, 創出された "小農民による私的小私有" の社会主義的集団化，計画症 

済の遂行を可能にする社会主義的再生産構造の一*翼を担うに足る;^業構造の天媒摸組織化の課題を 

果さなければならなかった。農工複合体の形成は，小土地私有一>社会主義的集団的所有一斗社会 

主義6勺全人民的所有へめ移行の効果的役割を果しつつ, 農業生産力 :̂ 9墓の大幅な質的転換の軸とし 

て機能し始めている。

資本主義農業の先進的地域における農工間の垂直的統合の必然性と資本主義的限界,および伝統 

的農村へのその波及と後進的農業構造をかかえる現社会主義経済諸國の中で実現じつつある農工複 

合 体 • 農工間の垂直的統合は, 二つの体制の共存する戦後段階の，各体制ま律の歴史的規定性をう 

けた再生I I 構造の特質をうきぼりに■し て 対 し て い る 。 ■

農工複合f本形成の底辺における農業部門の技術的課題，経営体間協業.農工コンプレックス参加 

の各経営体間の格差と統一経営による蓄積•不可分フォン ドとの矛盾，経済改苹による分権化*効 

率化政策)^;との展開に道をひらいた反面，経済統合が中央集権化の结果をもたらすことへの抵抗， 

価格形成へのひずみなど，出発したぱかりの農工複合体の当面する問題は余りにも多い。

し か し r国民経済的農工複合体J を打ち出したハ ン ガ リ ー に み る よ うに , と の新 し い 農業部門と 

工業部門と流通部門の経営体間協業と工業式農業統合による社会的分業の再編過程は,資本主義経 

済によって到達しえた生産力水準においつくめに 効果的といわ れ た 計画的集中 投資システムではな  

く，社会主義経済によって始めて開発，実現しうる生産力構造の形成• ま立を実琪しうる条件を底 

史的にみたしつつもる。すなわち，外国資本の市場支配の下に資本主義的工業化を十分に展開しえ 

ず革命的転化によって成立した" 現代社会主義経済"諸国のもつ構造的脆弱性の揚藥を果しつつあ 

るのである。

本趣は本稿につづく次稿HIをもって完結する。なお，農：！:複合伴の形成過程が，農業部門の現段 
階では積極的役割を担っている土地.資金Q 集団的所有とそこにセタトされて形式上残っている小 

土地私有の為棄の過程であるとする論点から， [社会主義経济の再生摩構造と農業二士地間題j と 
して土地制度史学会I978年度秋季学術大会の共通論題r資本と土地所有J の中で報告をおとなった 

(士地制度史学会30周年記;^論文镇r資本と土地所有農林統計協会, 1979年9月ギ"Ij行，所収）の 
• でネ稿と併せてよみ と ら れい。

遊部久蔵教授は『中国における労働者階級の状l i j という著書をもつ中国研究者でもあられたが 
十数年前中国関係の蔵書を私に譲られて中国研究を激励された。ここに再び感謝を記すと同時に心 

からその御真福をお祈りするものである。

〔慶應義塾学事振與資金(昭和53年度）による0：! (経済学部教授)

注< 9 ) 拙 稿 r社会主義経済の再生ま衞i と I*市場J J , ( 古川哲他編『現代資本お義と国家! く有斐閣> 所収)ゥ
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